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はじめに 

このたびは、クローバーブック・メイト（以下「本機」）をお買い上げいただき、

誠にありがとうございます。 

本機は、据置型読書器と携帯型読書器の利点を兼ね備えた、新しいタイプ

の読書支援機器です。12.5 インチの大型液晶を搭載し、見やすく書きやすいこ

とに加え、分かりやすいボタン配置で、どなたでも簡単に操作できます。 

また、折りたたんで持ち運びができるため、ご家庭や職場、学校など様々な

場面でご活用いただけます。さらに、自然な音声による読み上げ機能を搭載

し、視覚と聴覚の両面で読書などをお楽しみいただけます。 

フル HDの高精細な画像は、約 1.5～60倍まで拡大でき、静止画・動画問

わず、スクロール操作によって快適に読み進められます。これにより、従来の

XYテーブルを必要とせず、機器のコンパクト化を実現しました。 

本機は、操作をサポートする音声ガイドや振動による機能を備えたタッチパ

ネルなど、多彩な機能を搭載していますが、電源を入れるだけですぐに使用で

きる設計となっており、初めての方から日常的にご利用されている方まで、安

心してお使いいただけます。 
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本説明書では、本機の基本的な使い方から各種機能の設定方法まで、わかり

やすくご案内しております。末永くご愛用いただけますよう、ぜひご一読くださ

い。 
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安全上のご注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用中に本機の特にＬＥＤライトや液晶モ

ニターが熱く感じることがありますが、こ

れはそれぞれの部品の放熱によるもので、

異常ではありません。正常な状態でも、

LED ライトの表面温度が約 60 度まで上がる

場合がありますので、やけどにご注意くだ

さい。 

SD カード作動中は SD カードを取り外さな

いで下さい。故障の原因になります。 
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安全にお使いいただくために 

本機をはじめてご使用になる際は、バッテリーを充電してください。

「充電方法」を参照してください。 

ご使用の際は、必ず 10°C～35°Cの環境でご使用ください。 

湿気の多い場所、雨、その他の液体物のそばに置かないでください。

また、水に入れないでください。 

自分で修理しないでください。権限なしに修理を行うと、製品保証が適

用されなくなります。修理の際は販売店へご連絡ください。 

充電する際は、必ず付属の ACアダプターをご使用ください。 
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液晶モニターに関するご注意  

 

 

 

 

 

 

液晶モニターは、衝撃、圧迫、落下などで強い力が加わると割れることがあ

ります。取り扱いには十分ご注意ください。なお、上記の原因による割れやキ

ズは、保証期間中でも有償修理となります。 

また、液晶モニターが割れた場合は、指の怪我に注意いただき、もし、モニ

ター部から液体が漏れ出ている場合には、絶対に触らないようにしてください。

液晶モニターの周囲のフレームに強い力が加わった場合でも、液晶モニター

が割れることがありますので、ご注意ください。 

また、本機の液晶モニターはタッチパネルになっています。タッチパネルは

指で操作しますが、爪では反応しませんのでご了承ください。 

タッチペンでの操作は推奨しておりません。 

液晶モニター 
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市販の画面保護シートを貼られた場合、誤動作や操作できないなどの可能

性がありますので、ご注意ください。 

本機の画面や指に極端な汚れがある場合、画面にタッチしても反応しない

場合があります。 

光沢のある原稿を見る場合、本機の照明が反射し、画面に移りこむ場合が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

各部の名称 

 

 

 

 

 

 

1. 液晶モニター 

2. メニュー／戻るボタン 

3. モードボタン 

4. 操作レバー 

 

 

 

3. モードボタン 

4. 操作レバー 

5. 拡大／縮小ボタン 

6. 音声読み上げ／確定ボタン 

7. テーブル 
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8. 電源ボタン(電源ランプ) 

9. A Cアダプター差込口 

10. HDMI入力差込口(HDMI ミニ) 

11. HDMI出力差込口(HDMIタイプA) 

12. USB差込口(USB タイプ C) 

13. SD カード差込口 

14. 切り替えボタン 

15. ライン／マスクボタン 
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16. イヤフォン差込口 

※イヤフォン使用時は音量に注意

してください 

17. 音量（＋）ボタン 

18. 音量（-）ボタン 

19. 焦点固定ボタン 

20. 静止画シャッターボタン 

21. スピーカー 

22. 持ち手ハンドル 

23. バッテリーユニット 

24. バッテリーロック解除 

ボタン 

25. LED ライト（左右 2か所） 

              

※LED ライトは使用中に高温になるので注意 

26a. 読書カメラ 

26b. A4 カメラ 

26a    26b 
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付属品 

  
 

 

ACアダプター HDMIケーブル 遮光カバー 

（専用ケースの外ポケッ

トに入っています） 

専用ケース 

   

クリーニング 

クロス 

（専用ケースの外ポケッ

トに入っています） 

専用ケース用 

ストラップ 

取扱説明書、簡単マニュアル（使用

準備）、テキスト読み上げ 確認用サ

ンプル、保証書・ユーザー登録用紙 
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使用準備 

手順１ 

机上等の平らな面に本機のテーブルを下側、持ち手ハンドルを上側にして

置き、持ち手ハンドルの下付近（下記写真〇部）のテーブルを押さえながら持

ち手ハンドルを引き上げます。 

※後に説明します遮光カバーを取り付けて使用する場合は、遮光カバーの端

を少し持ち上げてハンドルを出してから引き上げを行ってください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

遮光カバー 
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手順２ 

持ち手ハンドルを引き上げると左右のアームが持ち上がり、液晶モニターが

見えてきます。横から見てアームがテーブルに対して直角手前ぐらいになると

ころまで、（手順３の液晶モニターが引き出せるくらいのスペースができるくら

い十分に）引き上げます。 

 

 

 

手順３ 

持ち手ハンドルを戻し、テーブルを押さえたまま液晶モニターを見やすい角

度に引き上げて調整します。(微調整は電源投入後でも可能です。) 
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◆遮光カバーの取付け 

使用中に周囲の人達が照明の光を眩しく感じる場合は、付属の遮光カバー

を取り付けることができます。両面テープの保護シートを剥がし、下記のように、

本機の背面側に遮光カバーを貼り付けて使用します。 

※遮光カバーに上下の方向はありません。 
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充電方法 

付属の AC アダプターを本機の AC アダプター差込口に接続し、プラグをコ

ンセントに接続すると、充電を開始し、電源ランプが緑色に点灯します。 

 

注意：充電には必ず付属の ACアダプターを使用してください。他の ACアダプ

ターは、バッテリーや本機を傷める可能性があり、最悪の場合発火する危険

性があります。 

充電中は、ＡＣアダプターのケーブルが引っ張られるなどの負担がかからな

いようにご注意ください。ケーブルの断線や本機のＡＣアダプター差込口の破

損に繋がります。また、本機からＡＣアダプターを外す際は、プラグの根本を持

って抜いてください。 
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充電しながらの使用も可能ですが、充電しながらの使用を繰り返すことで、

バッテリーに負担がかかり、バッテリーの寿命が短くなることが予想されます。 

また、使用中に AC アダプターのコードが引っ張られての断線や AC アダプ

ター差込口の破損などの可能性が考えられますので、使用時は AC アダプタ

ーを外しての使用をおすすめいたします。 

 

電源ランプ 

電源がオフの状態で充電すると、電源ランプは緑色に点灯し、充電が完了

すると、自動的に消灯します。フル充電には約３時間かかります。連続使用時

間は約４～５時間です。 

電源がオンの状態で充電しても、電源ランプは緑色に点灯します。 

電源がオンで充電をしていない状態では、バッテリーの残量が十分あるとき

は緑色に点灯し、残量が少なくなると赤色に変わります。 

省電力機能の待機モード中は、電源ランプは黄色に点灯します。 
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操作方法 

電源ボタン 

電源をオンにするには、電源ボタン を約３秒間長押しします。約１０秒後

に振動して映像が映ります。 

電源がオンの状態で電源ボタン を押すと、バッテリーの残量を確認する

ことができます。静止画、画像を再生している時は、バッテリーの残量確認に

加え、画面の再生状態も確認することができます。 

電源をオフにするには、電源ボタン を約３秒間長押しすると振動がして

電源が切れます。 

省電力機能の待機モード中に電源ボタン を押すと、待機モードから復帰

します。 

注意：本機を完全にたたむと、電源は自動的にオフになります。この時、折りた

たんでから電源が切れるまでに約３秒かかります。本機の照明が直接目に入

る可能性があるため、付属の遮光カバーを使用されることをおすすめします。 
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メニュー／戻るボタン 

メニュー／戻るボタン を約２秒間

長押しすると、メニュー画面が開きます。

メニューには、読書器（読書カメラ/A4カメ

ラ使用）、テキスト読み上げ（撮影した文

書や文章の読み上げ）、開く（保存画像を開くなど）、設定（色の組み合わせな

ど）、の４つのメニュー項目があります。各項目のアイコンをタッチ、または操作

レバー で選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押します。 

メニュー／戻るボタン は操作バーを表示する機能もあり、読書器（読書

カメラなど使用）やテキスト読み上げ中、または保存画像の再生中に短く押す

と、画面下部に操作バーが表示されます。上記以外で、メニュー／戻るボタン

を短く押すと、前の画面に戻ります。操作バーは、指先を画面の一番下

から上にスライドするスライド操作をすることでも表示することができます。 

操作バーを閉じるには、１０秒間何も操作しないか、メニュー／戻るボタン

を短く押す、もしくは操作バー以外の画面をタッチすると、操作バーが閉

じます。 
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注意：操作バーが表示中は、カラー、拡大、その他の機能が使用できない場

合があります。 

 

拡大・縮小 

拡大／縮小ボタン を時計回りに回すと、拡大します。 

拡大／縮小ボタン を反時計回りに回すと、縮小します。 

拡大／縮小ボタン の操作に加え、画面に２本の指を乗せ、２本の指の

間を広げるように動かすと、拡大します（ピンチアウト）。その反対に、２本指で

間を狭めるように動かすと、縮小します（ピンチイン）。 

読書モードの場合、拡大倍率は１.５～６０倍です。 
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スクロール 

拡大表示中は、指で画面にタッチしたまま指を動かすことでスクロールする、

または操作レバー を上下左右に動かし、用紙を動かすことなく画像内を移

動して見ることができます。 

※高倍率で映像の中心付近から上下左右に向かってスクロールを行うと、ピ

ントが甘くなっていきますが、これはカメラの限界まで広く映像を映している為

です。また、スクロール中に速度が若干変わる場合がありますが、これはカメ

ラの性能上のものであり、故障ではありません。 

◆操作レバー使用時のスクロール速度の変更  

操作レバー 使用時のスクロール速度の変更ができます。 

操作レバー を任意の方向に押し、拡大／縮小ボタン を回すと、スク

ロール速度バーが表示され、回し続けるとスクロール速度を変更することがで

きます。また、画面上でバーの速度アイコン をスライドする事でも速度を変

更することができます。 
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終了するには、５秒間何も操作しない、メニュー／戻るボタン を短く押

す、音声読み上げ／確定ボタン を押す、もしくは画面上の何もない箇所を

タッチします。 

◆画像の位置  

画面の中心を素早く２回タッチする、または操作レバー を任意の方向に

押しながら拡大／縮小ボタン を押すと、画像の中心に戻ります。 

画面の上下左右各辺のいずれかの中央付近を素早く２回タッチする、また

は操作レバー を同一方向に２回素早く押すと、各辺の端にジャンプします。 
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明るさ調整 

読書器（読書カメラ）使用時にメニュー／戻るボタン を短く押すか、画面

の一番下から上に指をスライドし、操作バーを表示させます。 

操作バー内、右側の明るさ調整バーをタッチするか、操作レバー を使っ

て選択します。 

 

明るさ調整バーの明るさアイコン をスライドするか、明るさ調整バー選択

後、拡大／縮小ボタン を回しても明るさを調整する事ができます。 

終了するには、１０秒間何も操作しないか、メニュー／戻るボタン を短く

押す、もしくは操作バー以外の画面をタッチすると、操作バーが閉じます。 
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カラーモード 

フルカラーモードは写真や地図の表示に適しています。ハイコントラストモー

ドは前景色と背景色が異なり、文字を鮮明に読むことができます。ハイコントラ

ストモードはあらかじめ組み合わされた所定の色になります。 

モードボタン を回すと、色の組み合わせが順に表示されます。標準のハ

イコントラストは黒背景に白文字、白背景に黒文字、黒背景に黄文字になりま

す。 

モードボタン を押す度に、フルカラーモードと最後に使用したハイコント

ラストモードが切り替わります。 

◆お好みカラー選択  

モードボタン を約３秒間長押しすると、お好みカラー選択の色の組み合

わせを変更する設定画面になります。設定を変更するには、選択したい色の

組み合わせをタッチするか、操作レバー で選択し、音声読み上げ／確定ボ

タン を押します。 
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ハイコントラストモード一覧（１６種類の色の組み合わせ）は以下の通りです。 

黒背景に白文字 

黒背景に黄文字 

青背景に白文字 

青背景に黄文字 

黒背景に緑文字 

黒背景に紫文字 

黒背景に青文字 

赤背景に白文字 

白背景に黒文字 

黄背景に黒文字 

白背景に青文字 

黄背景に青文字 

緑背景に黒文字 

紫背景に黒文字 

青背景に黒文字 

黒背景に赤文字 

※ハイコントラストモードは、最低でも１種類は選択する必要があります。 

戻るアイコン をタッチする、またはメニュー／戻るボタン を押すと、

お好みカラー選択を終了します。 

参考：お好みカラー選択は設定メニューからも操作することができます。 
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コントラスト 

通常、コントラストの比率は適切に調整されますが、手動で更に調整するこ

ともできます。 

モードボタン を押しながら拡大／縮小ボタン を回すと、コントラスト

調整バーが表示され、拡大／縮小ボタン を回し続けると、文字色と背景

色のコントラストを調整することができます。画面上で調整バーのコントラスト

アイコン をスライドする事でもコントラストを調整することができます。 

調整バーは、ハイコントラストモード、フルカラーモードでそれぞれ異なりま

す。 

 

注意：モードボタン を押してから約３秒以内に拡大／縮小ボタン を回

さないと、色の組み合わせを変更する設定画面になります。 

終了するには、５秒間何も操作しない、メニュー／戻るボタン を短く押

す、音声読み上げ／確定ボタン を押す、もしくは画面上の何もない箇所を

タッチします。 
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コントラスト調整は以下の２種類のコントラストモードグループに分かれ、そ

れぞれ調整可能です。一方のコントラストモードグループで調整したコントラス

トは、もう一方のグループには反映されませんので、ご注意ください。 

コントラストモードグループについては、以下を参照してください。 

⚫ コントラストモードグループ① 

背景が黒か青か赤の場合。 

黒背景に白文字、黒背景に黄文字、青背景に白文字、青背景に黄文字、

黒背景に緑文字、黒背景に紫文字、黒背景に青文字、赤背景に白文字、

黒背景に赤文字。 

⚫ コントラストモードグループ② 

文字が黒か青の場合。 

白背景に黒文字、黄背景に黒文字、白背景に青文字、黄背景に青文字、

緑背景に黒文字、紫背景に黒文字、青背景に黒文字。 

※ 青背景に黒文字については、コントラストモードグループ②に入ります。 
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照明（LED ライト） 

照明(LED ライト)は、使用状況に応じて自動でオン／オフする設定になって

います。読書器（読書カメラ）使用時は全ての照明が点灯し、手動での消灯や

左右個別の制御も可能です。また、筆記などをする場合には左右それぞれを

点灯／消灯することもできます。 

読書器（A4カメラ）使用時の照明は、左右の同時オン／オフのみ可能で、左右

それぞれのオン／オフはできません。 

読書器（読書カメラ）使用時にメニュー／戻るボタン を短く押すか、画面

の一番下から上に指をスライドし、操作バーを表示させます。 

アイコンをタッチする、又は操作レバー を使ってアイコンを選択し、音声

読み上げ／確定ボタン を押して照明を設定します。読み上げ／確定ボタ

ン を押す度に設定を変更できます。 

 

終了するには、１０秒間何も操作しない、メニュー／戻るボタン を短く押

す、もしくは画面上の何もない箇所をタッチします。 
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読書器（A4 カメラ）使用時は、画面の右上にアイコンが表示され、消灯、点

灯の設定は、アイコンをタッチして行います。 

 

音量の調整 

操作音、音声ガイド、音声ラベル、テキスト読み上げの音量は、本機右側面

にある音量（＋）ボタンまたは音量（―）ボタンを押して調整します。音量調整

バーが表示中は、画面上で音量調整バーの音量アイコン をスライドする事

でも音量調整ができます。 

操作音/音声ガイド/音声ラベルのこの３つの音量は、同期して調整されま

すが、テキスト読み上げの音量だけは、別で調整できます。表示される調整バ

ーも下記のように異なります。※音声ラベルについては、調整バーは表示され

ません。 

    

 

  

操作音/音声ガイドの音量調整バー テキスト読み上げの音量調整バー 
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画像の静止 

読書器（読書カメラ）使用時に、じっくり見たり読みたい時には、画像を静止

することができます。静止画は拡大、縮小、カラーモードが変更でき、見やすく

調整することができます。 

画像を静止または解除するには、静止画シャッターボタン を押します。 

注意：静止画シャッターボタン は押したらすぐに指を放してください。長押し

をすると反応しない場合や、画像の保存画面になる場合があります。 

静止画を拡大すると、指で画面にタッチしたまま、指を動かす、又は、操作

レバー を上下左右に動かすと、スクロールすることができます。 

尚、読書器（A4 カメラ）使用時でも画像を静止することができますが、詳しい

内容は、「A4サイズの撮影」に記載していますのでそちらを参照してください。 
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画像の保存、切り抜き保存、音声ラベルを付けて保存 

保存には、撮影した画像をそのまま保存する方法と、撮影した画像の一部

を切り抜いて保存する方法の２種類の方法があります。切り抜いて保存を行っ

ても切り抜き前の画像を見ることはできますが、保存後には、画像の切り抜き

はできません。切り抜きを行う場合は、保存前に行ってください。また、保存直

後に画像に音声ラベルを付けて保存することもできます。 

画像を保存するには、読書器（読書カメラ）使用時に静止画シャッターボタン

を約３秒間長押しするか、静止画にした後、再度静止画シャッターボタン

を約３秒間長押しします。その後、画像の切り抜き範囲を選択の確認画面

が表示され、画面の４辺にオレンジのラインと左下にアイコン 、右下にアイ

コン が表示されます。この状態で、画像の切り抜きをするかしないかでその

後の操作方法が変わります。各保存方法の操作は以下の通りです。 

 

 

尚、読書器（A4 カメラ）使用時でも画像を保

存することができますが、詳しい内容は、「A4サイズの撮影」に記載しています

のでそちらを参照してください。 

画像の切り抜き範囲を選択の画面 
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◆撮影した画像をそのまま保存する方法  

アイコン をタッチするか、音声読み上げ／確定ボタン を押すと、画像

保存の確認アイコン が約３秒間表示されます。その後、自動的に画像

が保存され、保存されたアイコン が約３秒間表示された後、画面は静止

画に戻ります。自動保存以外に保存アイコン をタッチするか、または音声

読み上げ／確定ボタン を押すことでも画像の保存ができます。 

※設定にて、画像の切り抜きを無効にしている場合は、画像の切り抜き範囲を

選択の画面を出さずに静止画シャッターボタン を約３秒間長押しするだけ

で保存することができます。 

撮影した画像の保存をキャンセルする場合は、画像の切り抜き範囲を選択

画面で、アイコン をタッチするか、メニュー／戻るボタン を押すと、保存

をキャンセルし静止画に戻ります。 

また、アイコン をタッチするか、音声読み上げ／確定ボタン を押し、

画像保存の確認アイコン が表示されている間に、戻るアイコン をタ

ッチするか、メニュー／戻るボタン を押しても、保存をキャンセルし、静止

画に戻ります。 
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画像の保存後やキャンセル後の画面は、静止画となり、解除するには静止

画シャッターボタン を押します。 

◆撮影した画像の一部を切り抜いて保存する方法  

画像の切り抜き範囲を選択画面表示後、拡大／縮小ボタン を回して切

り抜く大きさ、操作レバー で切り抜く位置を調整します。また、オレンジライ

ンもしくはラインの角に指をタッチしたままスクロールすることで切り抜く大きさ、

切り抜く中心付近にタッチしてスクロールすると、オレンジライン全体を動かし

て切り抜く位置を移動することもできます。 

        

※拡大／縮小ボタン を回しての切り抜く大きさの調整は、縦横の比率が

画面の大きさと比例したままになります。任意の大きさに切り抜く場合は、指で

のスクロールし変更してください。また、画面上での切り抜く範囲の最小は、オ

レンジラインで囲まれた縦約３ｃｍ、横約５ｃｍとなり、それより小さく切り抜くこ

とはできません。 
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切り抜き範囲が決まったら保存を行いますが、保存方法は「撮影した画像を

そのまま保存する方法」と同じですので、そちらの項目を参照してください。 

◆撮影した画像に音声ラベルを取り付ける 

初期設定では、音声ラベル設定が無効になっています。この機能を利用す

るには、まず、設定を有効にする必要があります。設定変更については、「設

定メニュー」の「音声ラベル」を参照してください。 

音声ラベルの設定が有効になっている場合、保存されたアイコン の

後に録音アイコン が表示されます。左のマイクアイコン を

長押しすると録音を開始し、録音中のアイコン になりますので、押したま

ま録音をしてください。録音中のアイコン を放すと、録音が終了します。録

音アイコン 表示中に、音声読み上げ／確定ボタン を長押し

しても録音することができます。 

録音アイコン は約５秒間表示されます。５秒間何も操作しない

か、メニュー／戻るボタン を押すと、画像に音声ラベルを取り付けずに保

存され、静止画に戻ります。 
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長押ししている間は、録音中のアイコン が表示されますが、録音時間

としては長押しをしてから最長約１５秒間となります。 

録音した音声ラベルの内容を確認するには、右の再生アイコン をタッチ

するか、拡大／縮小ボタン を短く押します。 

※録音後は、約３秒で音声ラベルが確定し保存されてしまいます。録音確

認の再生や録音し直す場合は、約３秒以内に行って下さい。尚、保存後は、録

音のし直しや音声ラベルだけを削除する事は出来ません。 

録音し直すには録音アイコン 表示中に、もう一度マイクアイコ

ン を押します。録音は、上書きされますので、ご注意ください。 

※良質な音声で録音するためには、画面の右下にあるマイクに近づいて話し

てください。 

 

 画像は本体メモリー内の「画像」に保存されます。保存した画像を見るには

「保存ファイルの再生、転送、削除について」を参照してください。 

 

マイク 
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注意：保存した画像の容量が最大容量（2.7GB、例：読書カメラで撮影約２００

枚、又は、A4 カメラで撮影約１６０枚）に達すると、容量不足アイコン

が表示されます。再生モードで、以前に保存した画像などををいく

つか削除してから保存してください。 

※保存した画像ファイルの消失について 

取り扱い上の不備や本機の故障、あるいは修理によって、本機に保存され

た画像ファイルが消失することがあります。保存された画像ファイルの消失に

よる障害については、販売店、販売元および製造元は責任を負いかねますの

で、予めご了承ください。 

必要な画像ファイルは定期的に SD カードにバックアップを取っていただくこ

とをお勧めいたします。SDカードへのバックアップについては、「SDカードに転

送する」の項目を参照してください。 
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ラインとマスク 

ライン／マスクボタン を押すと、ライン又は、マスク機能が使用できます。

ライン／マスクボタン を押す度にラインやマスクに切り替わります。 

ラインは、ライン表示後、ライン／マスクボタン を押しながら、モードボタ

ン を回すと、ラインの色を変更することができます。色はラインの時のみ変

更が可能で、マスクの色は変更できません。 

ラインの色は、赤、青、黄、緑、紫、グレーの６色に変更可能です。 

⚫ 横ライン 

ライン／マスクボタン を押しながら、操作レバー を上下に動かすと横

ラインの位置を、操作レバー を左右に動かすとライン幅を変更できます。 

⚫ 縦ライン 

ライン／マスクボタン を押しながら、操作レバー を左右に動かすと縦

ラインの位置を、操作レバー を上下に動かすとライン幅を変更できます。 

 

 



37 

 

⚫ 横マスク 

ライン／マスクボタン を押しながら、操作レバー を上下に動かすとマ

スクの位置を、操作レバー を左右に動かすとマスク幅を変更できます。 

⚫ 縦マスク 

ライン／マスクボタン を押しながら、操作レバー を左右に動かすとマ

スクの位置を、操作レバー を上下に動かすとマスク幅を変更できます。 
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位置表示 

位置表示機能を使うと、画面が一時的に最小倍率で表示されるため、見た

い箇所を探すのに便利です。 

拡大表示中に拡大／縮小ボタン を短く押すと、画像は現在の倍率から

最小の倍率となり、拡大された画像の位置を表す位置ボックスが表示されま

す。 

位置ボックスは、画面上のボックス内を指を使ってスクロールする、また

は操作レバー を使って移動させることができますので、拡大したい個所を

探すことが出来ます。 

拡大／縮小ボタン を素早く回すと、ボックスは元に位置に戻ります。操

作レバー をいずれかの方向に押し、拡大／縮小ボタン を押すと、ボッ

クスは画面の中心に移動します。 

もう一度拡大／縮小ボタン を短く押す、またはボックスを素早く２回タッ

チすると、ボックス内の画像が以前の倍率で拡大表示されます。 
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オートフォーカスについて 

オートフォーカスは自動で機能しますが、正しく機能せずフォーカスがあって

いない場合には、以下の方法で強制的にフォーカスを合わせることができます。 

画面を２秒間長押しする、または焦点固定ボタン を２秒間長押しす

ると、フォーカスを合わせることができます。 

※A4 カメラについては、カメラから約１２～１８ｃｍまでフォーカスできる固定フ

ォーカスになる為、フォーカス合わせをする必要はありません。 

 

焦点固定／解除 

焦点固定ボタン を押すと、画面の四隅に が表示され、フォーカ

スが固定されます。この機能は特に筆記の際に手にフォーカスが合わずに、

ペン先にフォーカスを固定する時などに便利です。 

もう一度焦点固定ボタン を押すと、焦点固定が解除されます。 

※A４カメラでは、焦点固定を使用することはできません。 
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A４サイズの撮影 

A４サイズの用紙全体を撮影できる機能です。静止画や画像保存を行えば

ば、拡大、カラーモード変更、拡大時のスクロールができます。 

読書器（読書カメラ）使用時、メニュー／戻るボタン を押す、またはスラ

イド操作で、操作バーを表示させて アイコンをタッチする、または切り替え

ボタン を約２秒間長押しすると、A４サイズの撮影表示になります。 

A４全体を撮影するには、原稿を横長に置く必要があります。液晶モニター

の角度によっては撮影範囲に入らない場合がある為、本体アームの角度や液

晶モニターの高さをA4全体が撮影範囲に入れるように調整してください。本体

アームの角度を垂直に近づけると、撮影範囲に入りやすくなります。 

静止画シャッターアイコン をタッチする、または静止画シャッターボタン

を押すと、静止画になります。 

静止画を解除するには、メニュー／戻るボタン を２秒間長押しする、ま

たは操作バーを表示し、戻るアイコン をタッチします。 

A4サイズの撮影を終了するには、再度戻るアイコン をタッチします。 
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A４サイズの撮影では、文字の方向を自動認識し、正面から文字が読める

方向に画像を自動回転する機能が備わっています。撮影する原稿や環境等

によっては、自動回転が正常に機能しない場合があります。そのような場合に

は、静止画シャッターボタン を押して画像を回転させます。押す度に 90°

ずつ回転します。また、スライド操作で操作バーの回転アイコン を表示し、

回転アイコン にタッチすることで画像の向きを変更する事も出来ます。 

A４サイズの撮影を保存するには、静止画にしてから、静止画シャッターボタ

ン を約３秒間長押しすると、画像の切り抜き範囲を選択の画面を表示し、

保存する事が出来ます。画像の切り抜き範囲を選択の画面表示以降の保存

方法や、画像の切り抜き方法については、「撮影した画像のそのまま保存する

方法」、「撮影した画像の一部を切り抜いて保存する方法」の項目を参照してく

ださい。 

画像の保存後は、静止画に戻ります。 
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テキスト読み上げ 

この機能は、撮影した画像の文字を音声で読み上げる機能です。読み上げ

る範囲は A4サイズまで対応しています。 

「テキスト読み上げ」を起動するには、２つの方法があります。一つ目は、読

書器（読書カメラ）使用時に音声読み上げ／確定ボタン を押して起動する

方法。二つ目は、メニュー／戻るボタン を約２秒間長押しし、メニューを表

示させ、「テキスト読み上げ」を選択する方法があります。起動後、読み上げを

キャンセルする場合は、戻るアイコン をタッチしてください。 

上記のどちらかの方法で「テキスト読み上げ」を起動し、テーブルの上に原

稿を置き、原稿全体が画面の撮影範囲の長方形のオレンジの枠内にある事

を確認してください。A4 サイズの場合、液晶モニターなどの角度によっては A

４サイズ全体が撮影範囲に入らない場合がありますので、本体のアームの角

度や液晶モニターの角度を調整し、原稿が範囲内に入るように調整してくださ

い。                     

原稿全体が撮影範囲内に収まることが確認できたら、画面の右下にある音

声読み上げアイコン 、または音声読み上げ／確定ボタン を押すと、
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「ページ全体のテキストを音声に変換」の音声ガイドで流れ画像を撮影し、原

稿内の文字の認識を始めます。アイコン が消えるまでお待ちください。 

本機は文字の向きを自動で認識し、正しい向きに回転させる機能がついて

いますが、撮影する原稿や環境等により、自動回転が正常に機能しない場合

があり、その場合は正常に読み上げる事ができません。撮影範囲内の文字が

少ない場合などに正しい向きに回転しない場合があります。そのような場合は、

テキスト読み上げ画像を保存し、再生時に正常な方向に回転してから読み上

げを行って下さい。原稿に対して文字が斜めに配置している場合やデザインさ

れた文字が含まれている場合などは、回転を行っても文字が正常な方向に回

転しないことがありますので、ご了承ください。 

保存については、「テキスト読み上げの保存」を参照してください。 

読み上げを停止してテキスト読み上げ画面に戻るには、メニュー／戻るボタ

ン を押すと操作バーが表示しますので、左端の戻るアイコン をタッチ

します。文字数の多い原稿は、戻るアイコン が使用できるまで少し時間が

掛かります。テキスト読み上げ画面を終了するには、左上の戻るアイコン

をタッチします。 
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参考：読み上げ時の撮影範囲は、原稿の紙の大きさに関わらず、読み上げ

がより安定する A4 サイズが入る範囲に調整してから読み上げを行う事をお勧

めいたします。なお、文字の鮮明さなどの環境の影響により、数文字程度の変

換ミスや読み間違いは起こりえます。本機は、通常の活字文書や文章に特化

しており、デザインされた文字、表形式のものやレシート、通帳などは思うよう

には読み上げできません。読み上げたい原稿を何度読ませても、意味が分か

らない読み方をする場合は、付属の「テキスト読み上げ確認用サンプル」を読

み上げて正常に読み上げるのかの確認をしてください。 

名刺などの大きさで背景が白の紙を読み上げる場合は、照明の反射で白

飛びが発生し、文字が消えたようになることがあります。そのような場合は、本

機の照明を消す、あるいは、名刺などの下に A4 サイズ程度の白い紙を敷い

てから読み上げを行うと改善される場合があります。 

本などを読み上げる場合は、できるだけ谷間を小さくしてください。 

注１：撮影範囲内に原稿を置きますが、読み上げを実行すると、撮影範囲内

より広く認識しますので、本機の周囲に別の原稿等を置いていると、その内容

も読み上げたり、認識精度に影響する場合がありますので注意してください。

また、カメラが原稿に近いと、認識した時に画像の端が欠けたように撮影され
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ます。これは読み上げ機能の仕様によるものですのでご了承ください。保存時

も同じ画像が保存されます。 

           

カメラが原稿に近いと、読み上げ実行前は撮影範囲内に原稿が収まっていな

いが、読み上げを行うと原稿の文字全てが収まり、認識範囲が広いことが分

かります。また、撮影画像の端が欠けたようになります。 

原稿を逆さまに置いている場合や横向きに置いている場合は、撮影画像が

自動回転の影響で上側が欠けている場合や横側が欠けているような画像に

なります。 

  

撮影範囲及び画像の端が欠ける例 

 

読み上げ 
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注２：カメラ部が汚れていると、読み上げ精度に影響する場合がありますの

で、カメラ部は、極力触らないように注意してください。汚れている場合は、付

属のクリーニングクロスでやさしく拭き取ってください。 

 

 

 

                   カメラ部 

注３：傾き補正を無効にして読み上げを行うと、読み上げ精度に影響が出ま

すので、読み上げ時は有効にて使用してください。初期設定では、有効になっ

ています。傾き補正については、基本設定ページのメニューを参照してくださ

い。 

◆テキスト読み上げ時の操作バー及びその他の操作  

読み上げ操作後、ページ全体のテキストを音声に変換の操作バーが画面

の下部に表示されます。それぞれのアイコンについて詳しく説明します。 

操作バーの表示後、約 10 秒で操作バーが消えますが、メニュー／戻るボタ

ン を押すと操作バーを表示します。 
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一番左にあるアイコンは、戻るアイコン で前の操作に戻ります。左から２

番目にあるアイコンは、pdf モード と、テキストモード を切り替える為の

アイコンです。撮影された内容を画像のまま表示する pdf モード 、アイコン

をタッチすると、テキストで表示するテキストモード に切り替えることができ

ます。読み上げ直後は、pdfモード になります。 

左側面の切り替えボタン を押すことでも、pdf モード とテキストモー

ド を切り替えることができます。 

真ん中のアイコンは、一時停止アイコン で、再生中にタッチすれば、再生

が停止し、アイコンが再生アイコン に変わります。再生を再開する場合は、

再生アイコン をタッチします。音声読み上げ／確定ボタン を押すことで

も、再生および一時停止ができます。 

一番右にあるアイコンは、読み上げ速度調整バーです。 
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画面上で読み上げ速度調整バーの速度アイコン をスライドして調整します。

なお、読み上げ速度調整バーですが、速度調整バーが表示されてもすぐには

調整できません。読ませる原稿にもよりますが、A4 用紙全体に文字がある場

合で、速度調整バーが利用できるまでに 50 秒程度かかります。利用できない

状態としては、速度調整バー全体が灰色 がかったようにな

りますので、この灰色が消え速度調整バーが鮮明になれば調整可能です。速

度調整バーは、一度調整を行えば、システムリセットを行わない限り、調整が

保持されます。 

その他の操作として、操作バーが表示されていない時は、画面上の読みた

い行を指で長押しすると、その行から再生ができます。 

読み上げ中は、拡大／縮小、拡大中のスクロール、カラーモードの調整も可

能です。ただし、pdf モード では、読み上げ中に少し拡大してスクロールを

行っても現在読み上げている行に強制的に戻ってしまいます。さらに大きく拡

大している時は、読み上げている行の中心に強制的に戻ります。読み上げ中

に拡大して追従を行う場合は、テキストモード に切り替えてください。 

テキストモード 画面の場合、右端にスクロールする為のスクロールバー

があります。このバーは、一時停止中に操作できます。また、一時停止中にテ
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キスト画面にタッチしたまま上下にスクロールまたは、操作レバー で上下

にスクロールすることができます。再生中に、読み上げている行は反転し強調

されます。 

◆テキスト読み上げの保存  

テキスト読み上げの画像を保存するには、読み上げ中もしくは、読み

上げ後に静止画シャッターボタン を確認アイコン が表示され

るまで長押しします。確認アイコン は約３秒間表示されます。

（注：文字数の多い原稿は認識に時間がかかる為、読み上げ直後に保存

を行うと確認アイコン が表示されるまで１０秒程度かかる場合が

あります。）その後、自動的に画像が保存され、保存されたアイコン

が約３秒間表示されます。読み上げ中に保存した場合は、読み上

げ停止状態になりますが、音声読み上げ／確定ボタン を押すと読み

上げを再開します。保存された画像は、本体メモリー内の「画像」に保

存されます。テキスト読み上げの画像は、切り抜いての保存はできませ

んが、音声ラベルを付けて保存することができます。音声ラベルを付け

ての保存は、「撮影した画像に音声ラベルを取り付ける」を参照してく

ださい。 
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保存をキャンセルする場合は、確認アイコン が表示されている

間に、戻るアイコン をタッチしてください。 

注：色の変更や拡大した状態での保存の操作は可能ですが、実際に保存さ

れる画像はフルカラーモードで最小倍率となりますのご了承ください。また、こ

の後の説明に出てきます画面をテキストで表示するテキストモード の状態

では保存することはできません。保存する時は、pdf モード にしてから保存

してください。 

保存した画像を見るには「保存ファイルの再生、転送、削除について」を参

照してください。 
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保存ファイルの再生、転送、削除について 

本体メモリーまたは SD カードに保存した画像や文書を閲覧することができ

ます。SD カードを挿入していない場合は、本体メモリーのみの使用となります。 

本体メモリー内のファイルを SD カードに転送することや、SD カードに保存さ

れた画像、pdf、テキストファイルを転送することができます。また、パソコンを

接続し、画像、pdf、テキストファイルを転送することもできます。 

保存した画像や文書を閲覧するには、読書器（読書カメラ）使用時にメニュ

ー／戻るボタン を２秒間長押しし、メニューを表示させます。操作レバー

で「開く」を選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押すか、もしくは、

「開く」をタッチするとメモリーの選択画面に入ります。また、切り替えボタン

を短押しする事でメモリーの選択画面に入ることもできます。 

 

 

メモリーの選択画面から、タッチまたは操作レバー を左右に動かして本

体メモリーか SD カードのどちらを開くか選択します。SDカードが挿入さ

れていない場合は、本体メモリーのみの選択になります。 
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本体メモリーの中には、「画像」、「パソコンからの画像」、「pdf とテキスト」の

３つのフォルダーがあります。SD カードの中には、「画像」、「pdf とテキスト」の

２つのフォルダーがあります。 

本体メモリー内の３つのフォルダーに保存される内容は下記のようになりま

す。「画像」には、本機の読書器（読書カメラ/A4 カメラ）で撮影され保存した画

像、テキスト読み上げで撮影され保存した画像が入ります。「パソコンからの画

像」には、パソコンや SD カードから転送された画像、「pdf とテキスト」には、パ

ソコンや SD カードから転送された pdf ファイルやテキストが入ります。 

開きたいフォルダーをタッチするか、操作レバー を上下に動かしてフォル

ダーを選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押して開きます。 

※画像の枚数や、pdf、テキストの総数が増えると、読み込みに時間がかかる

ため、各フォルダーを開くのに時間がかかる場合があります。 

本体メモリー内の「画像」フォルダーの画像一覧表示では、保存時に音声ラ

ベルを付けた画像には音声ラベルアイコン が付いています。音声ラベ

ルアイコン をタッチして音声録音を聞くことができます。テキスト読み上

げにて保存している場合には、テキストアイコン が付いています。 
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テキストアイコン をタッチすると、テキスト表示で開くことができます。撮影

した画像部分をタッチすると、通常の画像として開くことができます。 

※音声ラベルアイコン 、テキストアイコン は、本体メモリー内の

「画像」フォルダーのみに表示できる機能となりますので、転送されても SD カ

ード内では、表示する事は出来ません。 

※pdf とテキストフォルダーの文書一覧表示において、pdf とテキストの両方

のファイルを保存している場合、一覧表示では全てのテキストのファイルが優

先（上側に表示）され、pdf ファイルはその後ろに表示されます。 

◆保存した画像や文書を再生する 

１ .共通操作 

画像フォルダーの画像一覧や pdf とテキストフォルダーの文書一覧表示か

ら再生したい画像や文書をタッチして選択し、もう一度タッチすると再生されま

す。（既に選択されオレンジの四角の枠が付いている画像は１回のタッチ操作

で再生されます。）操作レバー の上下操作で開きたい画像や文書を選択し、

音声読み上げ／確定ボタン を押して再生することもできます。 
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画像や文書の一覧において、一度に表示できるのは４つまでですが、保存

画像や文書が５つ以上あり、ページを移動したい場合は、操作レバー を 

上下に操作するか、画面右側のスライドバーをタッチして上下に操作するか、

スライドバーの上下にある△▽をタッチすると上下に移動できます。 

参考：一覧画面では、切り替えボタン を短く押すと、読書器（読書カメラ）

になります。また、読書器（読書カメラ）では、切り替えボタン を短く押すと、

本体メモリーか、SD カードの選択画面を開くことができます。 

再生中にメニュー／戻るボタン を押して操作バーを表示し、さらに操作

することができます。 

２ .画像再生中にできること及び操作バーでの操作、読み上げ操作 

画像再生中は、拡大／縮小の倍率変更（ピンチアウト／ピンチインも可能）、

カラーモードの変更、スクロール操作、操作バーでの操作や画像中の文字を

読み上げる事もできます。 
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２-1.操作バーでの操作 

 

操作バーを表示すれば、下記の操作が可能です。別の画像を再生するに

は、操作バーの ／ のアイコンをタッチするか、操作レバー で ／

へ動かして選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押すか、もしくは切

り替えボタン や焦点固定ボタン を押す方法もあります。 

最初または最後の画像に移動するには、 ／ のアイコンをタッチする、

または操作レバー で ／ へ動かして選択し、音声読み上げ／確定ボ

タン を押します。 

画像を回転するには、回転アイコン をタッチする、または操作レバー

を動かして音声読み上げ／確定ボタン を押します。 

戻るアイコン をタッチする、またはメニュー／戻るボタン を長押しす

ると、画像の一覧画面に戻ります。 

注意：本体メモリーの「画像」の再生について、回転操作を行った画像につい

ては、再生終了後、最後の回転状態で保存されます。この仕様は、本体メモリ

ーの「画像」フォルダーのみの仕様となります。 
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また、本体メモリー内の画像の再生については、保存時に切り抜いて保存

されている場合は、操作バーと同時に表示されるアイコン をタッチすると、

切り抜き前の画像を確認することができ、アイコン をタッチすると、切り抜き

後の画像に戻ります。この切り替えができるのは、本体メモリー内の画像のみ

で、SD カードに転送された画像は、切り替えることができませんので、ご了承

ください。 

２-２ . 読み上げ操作 

画像再生において、画像中に文字が含まれるものは文字を読み上げる事

ができます。 

保存画像を読み上げるには、画像表示中に音声読み上げ／確定ボタン

を押します。画面にテキスト読み上げ確認アイコン が表示されま

す。右側の音声読み上げアイコン をタッチするか、もう一度音声読み上げ

／確定ボタン を押すと読み上げを開始します。読み上げをキャンセルす

る場合は、戻るアイコン をタッチ、読み上げを開始して、終了する場合は、

メニュー／戻るボタン を押し、操作バーを表示し戻るアイコン をタッチ

します。 
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真ん中のアイコンは、自動回転アイコン です。読み上げは文字の方向を

自動認識し、自動回転で修正しますが、画像の状態などにより、文字認識が

正常な方向にならない場合があります。また、画像の状態によっては、文字の

方向は合っているが違う方向に回転してしまう場合などがあります。そのよう

な場合は、一旦読み上げを終了してから、操作バーを表示し回転アイコン

で正常な方向に回転してから、再度、読み上げ操作を行い、その時に自動回

転アイコン を自動回転無効 にしてから読み上げを行います。 

読み上げ中の操作バーの操作については、「テキスト読み上げ時の操作バ

ー及びその他の操作」を参照してください。 

画像の状態や文字が斜めに配置されているなど機器の判断により、正常に

読めない場合や、画面に Not Foundが表示され読み上げができない場合があ

ります。本体メモリーの「画像」、「パソコンからの画像」、SD カードの「画像」フ

ォルダーの中にある画像の文字は読み上げる事ができます。尚、「pdf とテキ

スト」フォルダーは読み上げる事はできません。 

３．PDF 再生中にできること及び操作バーでの操作 

pdf の再生は、拡大／縮小の倍率変更（ピンアウト／ピンチインも可能）、カ

ラーモードの変更、スクロール操作が可能です。 
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３-１ .操作バーでの操作 

操作バーを表示すれば、下記の操作が可能です。 

次のページを再生する又は、前のページに戻るには、操作バーの ／

のアイコンをタッチするか、操作レバー で ／ へ動かして選択し、音

声読み上げ／確定ボタン を押します。 

最初または最後のページに移動するには、 ／ のアイコンをタッチする、

または操作レバー で ／ へ動かして選択し、音声読み上げ／確定ボ

タン を押します。 

pdf アイコン をタッチするか、操作レバー で へ動かして選択し、音

声読み上げ／確定ボタン を押すと、ｔｘｔモードに切り替わり、テキストで表

示されます。 

注意１：pdfモードからｔｘｔモードへ切り替えた場合、画面表示において、文字列

の表示順が正常に表示されず、後の行が先に表示される場合があります。こ

れは、pdf の作成上に依存する場合などが考えられます。例えば、ワードから



59 

 

pdf を作成した場合で、ヘッダーやフッターに文字がある場合、この文字がｔｘｔ

モードでは１行目になる場合があります。 

注意２：スキャナーなどから取り込んだ pdf ファイルは、正常にテキスト表示が

できない場合があります。 

ｔｘｔモードでは、上記の操作バーの操作に加え、ｔｘｔファイルの再生の操作も

できます。「TXT 再生中にできること及び操作バーでの操作」を参照してくださ

い。 

pdfに戻すには、操作バーのｔｘｔアイコン をタッチするか、または操作レバ

ー で へ動かして選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押すと、pdf

表示に戻ります。 

文書一覧に戻るには、戻るアイコン をタッチする、またはメニュー／戻る

ボタン を長押しすると、文書一覧に戻ります。 

ｔｘｔモードから文書一覧に戻るには、一旦 pdf に戻す必要があります。その

後、上記操作の、戻るアイコン をタッチする、またはメニュー／戻るボタン

を長押しすると、文書一覧に戻ります。 
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４ .TXT 再生中にできること及び操作バーでの操作 

ｔｘｔの再生においては、お好みの倍率（１倍＝約９ミリ＝２５ポイント～約５倍

＝約４５ミリ＝１２７ポイント）と、カラーモードを変更することができます。倍率

変更においては、ピンチアウト／ピンチインでも変更できます。 

ページ内をスクロールするには、画面の中央付近をタッチしたまま上下に指

を動かすか、画面右側のスライドバーをタッチしたまま上下に動かす、あるい

は操作レバー を上下に操作します。 

注意：txt 再生時の操作レバー でのスクロールは、スクロール速度を変更

することができません。 

４-１ .操作バーでの操作 

操作バーを表示すれば、下記の操作が可能です。次のページを再生するには、

操作バーの ／ のアイコンをタッチするか、操作レバー で ／ へ

動かして選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押すか、切り替えボタン

や焦点固定ボタン を押すと、次ページやページを戻ることができ

ます。 
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※ページについては、本機側で自動でページを区切りますので、転送元との

ページは一致しません。本機側で１ページ以内となるものはページ送りをする

ことはできません。また、txt 表示について、文字間などパソコン画面上とは異

なる表示となります。 

最初または最後のページに移動するには、 ／ のアイコンをタッチする

か、または操作レバー で ／ へ動かして選択し、音声読み上げ／確

定ボタン を押します。 

戻るアイコン をタッチする、またはメニュー／戻るボタン を長押しす

ると、文書一覧画面に戻ります。 

◆SD カードへ転送する 

SD カードを挿入して本体メモリーの画像およびテキストファイルを SD カード

へ転送することができます。本体メモリーの画像フォルダーをタッチするか、操

作レバー で選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押して開き、転送す

る画面をタッチして選択するか、操作レバー で選択します。選択している画

像は、オレンジの四角の枠が付いている画像になります。画像一覧画面の左

側の SD カードアイコン をタッチする、または静止画シャッターボタン を
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押すと画像が転送されます。転送が完了すると、SD カードへの転送完了マー

ク が約２秒表示されます。 

転送するファイルが読書カメラ/A4 カメラで撮影し保存した画像ファイルの

場合は、SD カードの「画像」へ転送されます。 

テキスト読み上げで保存した画像ファイル（テキストアイコン が付いた画

像）の場合、画像ファイルにテキストファイルが付随した状態で保存されていま

すが、SD カードに転送すると、画像ファイルは SD カードの「画像」へ、テキス

トファイルは、SD カードの「pdf とテキスト」へそれぞれ自動で振り分けられま

す。 

 

 

 

       

 

 

 

転送 
  

「画像」 

「pdf とテキスト」 

SD カード 

テキスト読み上げで保存

したファイル（テキストア

イコン が付いた画像） 

読書カメラ/A4 カメラで

保存したファイル 

画像ファイル 

画像ファイル

のみ 

テキストファ

イル 

本体メモリー「画像」 

転送 
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尚、テキストファイルは、転送されると、読み上げた最初の１２文字が

TXT_EXPORT/OCR※の後にタイトルとして付きます。（※は割振られた数字が

自動的に挿入されます。） 

SDカードアイコン または、静止画シャッターボタン を約３秒間長押し

すると、全ての画像を SD カードに転送するための確認アイコン が画面

中央に表示されます。全ての画像を転送する場合は、画面中央に表示される

アイコンの右側の SD カードアイコン を、キャンセルする場合は、左側の戻

るアイコン をタッチします。転送が完了すると、SD カードへの転送完了マー

ク が約２秒表示されます。 

※切り抜きを行った画像は、切り抜き後の画像が SD カードに転送されます。

切り抜き前の画像を転送することや、SD カード内の画像再生において、切り

抜き前の画像、切り抜き後の画像を切り替えることはできませんので、ご了承

ください。また、音声ラベルは転送する事はできません。 

複数選択機能を使用すると、一度に複数の画像を転送することができます。

複数選択機能については、「複数選択機能」の項目を参照してください。 

転送された SD カードを本機から取り出し、パソコンで認識すると、SD カード

内に「PIC_EXPORT」、「TXT_EXPORT」というフォルダーが作成されます。 

それぞれのフォルダーには、下記の内容が保存されます。 
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 「PIC_EXPORT」・・・画像一覧画面で転送した画像が保存されます。 

 「TXT_EXPORT」・・・テキストアイコン が付いている画像を転送した時に 

その画像に付随しているテキストファイルが保存されます。 

◆SD カードから本体へ転送する 

SD カードの画像や pdf、テキストファイルを本体のメモリーに転送することが

できます。ファイルの内容により、下記の本体メモリーのフォルダーへ転送され

ます。 

SD カードの画像・・・・本体メモリーの「パソコンからの画像」へ 

SD カードの pdf とテキスト・・・・本体メモリーの「pdf とテキスト」へ 

※同じファイルを転送すると、コピーとして転送され、同じファイルが保存され

てしまいますので、ご注意ください。 

SD カードの画像フォルダー又は、pdf とテキストフォルダーをタッチするか、

操作レバー で選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押して開き、転送

する画像又は、文書をタッチして選択するか、操作レバー で選択します。

選択している状態は、オレンジの四角の枠が付いています。画像一覧又は、

文書一覧の左側の SD カードアイコン をタッチする、または静止画シャッタ
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ーボタン を押すと転送されます。転送が完了すると、本体への転送完了マ

ーク が約２秒表示されます。 

SD カードアイコン を約３秒間長押しする、または静止画シャッターボタ

ン を約３秒間長押しすると、全ての画像または、ファイルを本体へ転送す

るための確認アイコン が画面中央に表示され、各ファイルの右下にオ

レンジ色の小さいボックスが表示され、チェック✓が入ります。全ての画像また

は、ファイルを転送する場合は、画面中央の確認アイコン の右側の SD

カードアイコン を、キャンセルする場合は、左側の戻るアイコン をタッチ

します。転送が完了すると、本体への転送完了マーク が２秒表示さ

れます。 

複数選択機能を使用すると、一度に複数の画像または、ファイルを転送す

ることができます。 

複数選択機能については、「複数選択機能」の項目を参照してください。 

本機をパソコンに接続すると、本機に転送された内容をパソコンでも確認す

る事が出来ます。パソコンからの画像と pdf とテキストに転送されると、本体メ

モリー内に「PIC_SD_IMPORT」と「DOC_SD_IMPORT」というフォルダーが作成さ

れ、そのフォルダーに該当するファイルが保存されます。 
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「DOC_SD_IMPORT」・・・pdf とテキストが保存されています。 

「PIC_SD_IMPORT」・・・・画像が保存されています。 

※パソコンとの接続は、「市販の USBケーブルでパソコンから画像や文書を

転送する」を参照してください。 

◆市販の USB ケーブルでパソコンから画像や文書を転送する 

市販の USB ケーブル（本機側 USB 差込口は type-C、パソコン側は Type-

A）を使用してパソコンから画像や文書を転送することができます。パソコンに

本機を接続すると、本機の画面にパソコンと接続されたアイコンが約２秒表示

され、パソコン側では本機を USB ドライブとして認識します。 

転送は、本機の USB ドライブへコピーペーストで行い、画像（ファイル形式

は jpg、bmp、png）は、「パソコンからの画像」へ、文書（ファイル形式は txt、pdf）

は、「pdf とテキスト」に自動で振り分けられて保存されます。なお、パソコンか

ら本機へ転送することはできますが、本機で撮影した画像等は、パソコンへ直

接取り込むことはできませんので、一度 SD カードへ転送してから、パソコンへ

取り込んでください。 
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注：本体メモリーの「画像」以外のフォルダー例えば「パソコンからの画像」な

どの画像やテキストファイルを開いていると、パソコンとの認識ができませんの

で注意してください。 

パソコン側の USB端子は、Type-Aの端子を使用してください。Type-A以外

の端子だと認識しない場合があります。また、ケーブルはデータ転送用を使

用してください。 

◆保存した画像／文書を削除する 

画像や文書を削除するには、メニューの開く、から画像などの各フォルダー

を開き、画像一覧や文書一覧画面において、削除したい対象物を選択し、ゴミ

箱アイコン をタッチする、またはライン／マスクボタン を押します。削除

対象物の上にゴミ箱マーク が表示され、もう一度画面左下のゴミ箱アイコ

ン をタッチする、またはライン／マスクボタン を再度押すと削除されま

す。誤って削除することを防ぐために、削除対象ファイル上にゴミ箱マーク

が表示されただけでは削除されません。その他のボタンや画面上をタッチする

と削除をキャンセルします。 

画像一覧や文書一覧画面において、ゴミ箱アイコン 、またはライン／マ

スクボタン を約４秒間長押しすると、開いているフォルダーのすべての画像
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を削除するための大きなゴミ箱マーク が画面中央に表示され、もう一度画

面左下のゴミ箱アイコン をタッチする、またはライン／マスクボタン を再

度押すと、開いているフォルダーのすべての画像を削除します。誤って削除す

ることを防ぐために、画面中央にゴミ箱マークが表示されただけでは削除され

ません。その他のボタンや画面上をタッチすると削除をキャンセルします。 

複数選択機能を使用すると、一度に複数の画像を削除することができます。

詳しくは複数選択機能の項目を参照してください。 

◆複数選択機能  

各フォルダーの画像一覧や文書一覧において、各画像や文書を長押しする、

または音声読み上げ／確定ボタン を長押しすると、複数選択が機能しま

す。 

複数選択が機能すると、各画像や文書の右下に小さいボックスが表示され

ます。選択したい画像や文書をタッチする、または操作レバー で選択し、音

声読み上げ／確定ボタン を押すと、ボックスがオレンジ色になり、チェック

✓が入ります。 
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チェック✓が入った画像や文書を一括で削除する場合はゴミ箱アイコン

を、SDカードに転送する場合は、SDカードアイコン をタッチします。画面の

中央に、戻るアイコンと選択されたアイコン（ もしくは ）が表示され

ます。実行するにはもう一度選択するアイコンをタッチします。複数選択画面

に戻るには、戻るアイコン をタッチするか、メニュー／戻るボタン を押

します。 

複数選択機能を終了するには、画像や文書を長押しするか、左上の戻るア

イコン をタッチする、またはメニュー／戻るボタン を押すと複数選択を

終了します。 
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HDMI 入出力 

HDMI 入力差込口(HDMI ミニケーブルが別途必要)を使用すると、接続して

いる入力機器の映像を本機に映すことができます。例えばノートパソコンの画

面情報を本機の画面上に表示し、拡大／縮小、スクロール、カラーモード調整

などの機能も使用可能です。読書器（読書カメラ）使用時に、接続をすると外

部入力に切り替わります。自動で切り替わらない場合は、切り替えボタン

を押すことで読書器（読書カメラ）と外部入力との切り替えができます。ただし、

下記のような画面が出て、切り替えボタン を押しても切り替わらない場合

は、本機に映すことは出来ませんので、ご了承ください。 

HDMI 入力差込口使用時の拡大についてですが、拡大／縮小ボタンで最大

まで拡大しても拡大表示バーが約半分程度で止まる事があります。これは、

仕様上のもので故障ではありません。 
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HDMI 出力差込口に付属の HDMI ケーブルを利用し、外部のモニターに接

続することができます。より大きな画面で画像を見る事ができます。 

外部モニターに出力されるのは、画像のみとなります。メニュー画面、操作

バー、画像一覧画面やテキスト画面は出力されません。 

※HDMI の入出力については、接続する機器により、正常に映像が映らな

かったりする場合がありますので、予めご了承ください。 
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設定メニュー 

メニュー／戻るボタン を約２秒間長押しし、メニュー画面を開きます。設

定をタッチするか、操作レバー を右に押して設定を選択し、音声読み上げ

／確定ボタン を押して確定します。設定メニューには３つのページがあり、

画面上部に以下のアイコンが表示されます。設定メニューを開くと、基本設定

ページが表示されます。 

       

 

タッチする、または操作レバー を左右に操作して開きたいページを選択

します。 

タッチする、または操作レバー を上下に操作してページ内の変更したい

項目を選択し、音声読み上げ／確定ボタン を押して確定します。各項目

の右側のマーク＞がある項目は次のページに移動します。✓マークがある項

目は、その項目が有効ということです。✕に変更すると、無効になります。 

  

基本設定ページ 音声設定ページ 工場設定ページ 
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◆基本設定ページのメニュー項目  

１ .色の組み合わせを変更する 

タッチするか、操作レバー で選択し、音声読み上げ／確定ボタン を

押すことにより設定ができます。カラーモードの項目のモードボタン を約３

秒間長押しすると、お好みカラー選択の設定画面になる内容と同じです。色の

組み合わせについては、カラーモードのハイコントラストモード一覧（１６種類

の色の組み合わせ）を参照してください。 

２ .傾き補正 

読書カメラ、A4 カメラ、テキスト読み上げ時に画面に映る対象物がカメラの

角度により、手前から奥に向かって細くなっているような台形状に歪んだ画像

の上下の傾きを補正する機能です。画面の角度を変更する際に生じる歪み

（画面の上側と下側では倍率が違う）を自動で補正します。但し、角度によって

は補正しきれない場合があります。無効にすると、補正を解除します。 
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３ .省電力 

約５分間何も操作しないと待機モードになり、さらに約１０分経過すると自動

的に電源がオフになる機能です。待機モード中は、画面と照明が消え、電源ラ

ンプは黄色に点灯します。 

待機モード中に電源ボタン を押すと、待機モードから復帰します。無効

にすると、電源ボタン で電源を切らないと、電源が切れません。 

※省電力有効時において、周囲の光などの使用環境や本機のオートフォーカ

スなどの影響により、待機モードに入りにくい場合があります。 

４ .画像の切り抜き 

画像の保存時に切り抜きを有効にするのか無効にするのかを選択できます。 

５ .振動 

画面のタッチ操作の振動を有効にするのか無効にするのかを選択できます。 

６ .音声ラベル 

 画像の保存時に音声ラベルを取り付けるかどうかを選択できます。初期設定

は、✕の無効になっています。 
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◆音声設定ページのメニュー項目  

１ .音声設定 

女性音声また男性音声から選択できます。 

２ .言語設定 

お好みの言語を選択できます。読み上げを行う場合は、言語設定と、読み

上げを行う原稿の言語を合わせてください。言語を変更すると、メニューで表

記される言語や音声ガイドも変更されます。また、日本語以外の取扱説明書

の用意はございませんので、ご了承ください。 

３ .音声ガイド 

操作や状態を音声でお知らせする機能で有効にするのか無効にするのか

を選択できます。 

◆工場設定ページのメニュー項目  

１ .システムリセット（初期設定） 

工場出荷時の状態に戻すことができます。ただし、保存された画像や文書

は削除されません。 
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システムリセットをタッチすると、画面中央にアイコン が表示されます。

左側のアイコン をタッチするとシステムリセットをキャンセルします。右側の

アイコン をタッチするとシステムリセットを実行し、システムリセットが完了

すると、電源がオフになります。 

システムリセットをすると、下記の項目が初期状態にリセットされます。「画

面の明るさ」＝最大、「倍率」＝最小、「音量」＝中央、「ラインとマスクのライン

の色」＝赤、「ハイコントラストモード」＝黒背景に白文字、白背景に黒文字、黒

背景に黄文字、「傾き補正」＝有効、「省電力」＝有効、「画像の切り抜き」＝有

効、「振動」＝有効、「音声ラベル」＝無効、「音声設定」＝女性、「言語設定」＝

日本語、「音声ガイド」＝有効、「電源周波数」＝６０Hz 

２ .電源周波数 

ご使用の地域に応じて５０Hzおよび６０Hzをご使用いただけます。 

  



77 

 

リセット 

動作不良や通常終了できない状態になった場合は、電源ボタン と音量

（＋）ボタンと音量（―）ボタンを同時に押してください。本体がリセットされ、電

源がオフになります。 

 

廃棄の際のバッテリーユニットの取り外し方法  

本機を廃棄する際には、お住いの自治体の規則に従って廃棄してください。

バッテリーユニットを取り外す必要がある場合は、以下の手順に従い、取り外

してください。バッテリーを取り外して保管することは大変危険ですので、決し

て行わないでください。 

バッテリーが消耗し、バッテリーユニットの交換が必要になった場合は、販

売店または巻末に記載しております、お客様相談室にお問い合わせください。 

 

 

 



78 

 

 バッテリーユニットの取り外し手順は以下の通りです。 

①AC アダプターを本機から外し、電源を切り、写真のように、液晶モニターが

下になるように裏返します。 

※裏返し時、液晶モニターの傷や破損にご注意ください。 

 

②液晶モニターの背面のバッテリーロック解除ボタンを押しながら、くぼみに指

を入れ、バッテリーユニットを引き上げ、外します。 
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故障かな？と思ったら 

電源が入らない 

 ACアダプターを接続してください。 

 バッテリーを充電してください。 

 

画面が黒いまたは白い 

 テーブルに何も置かれていない場合は、画面は黒または白になる場合

があります。 

 倍率が高すぎると文字がないところが映っている可能性がありますの

で、倍率を調整してください。 

 カラーモードを変更してください。 

 コントラストを変更してください。 

 本体を再起動してください。 

 本体をリセットしてください。 
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画像が変わらない 

 画像を静止または再生中は、画像は変わりません。 

 本体を再起動してください。 

 本体をリセットしてください。 

 

画面にしみやごみのようなものが映る 

• 明るさを調整してください。 

• 液晶モニターとカメラをクリーニングクロスで軽く拭いてください。 

 

ピントが合わない 

• 焦点固定が ONになっていないか確認してください。 

• 画面を２秒間長押し、もしくは焦点固定ボタンを長押しし、フォーカスを

合わせてください。 
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読み上げてる内容が意味不明になる 

• 数回読ませても状況が変わらない場合、付属の「テキスト読み上げ確

認用サンプル」を正常に読み上げるか確認をしてください。 

「テキスト読み上げ確認用サンプル」を正常に読み上げる場合、読み上

げたい原稿が本機では正しく認識できない原稿という事になります。 

「テキスト読み上げ確認用サンプル」を正常に読み上げない場合、本機

に何らかの不具合が生じている可能性があります。 

→カメラ部(読書/A4 カメラ）が汚れていないか確認し、汚れている場合 

は、付属のクリーニングクロスで汚れを拭き取り、再度読み上げて 

みてください。 

→リセットやシステムリセットしてみてください。 

 

その他 

• システムリセットしてください。 

• 本体をリセットしてください。 
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問題が解決しない場合は、お近くの販売店もしくは巻末に記載しております、

お客様相談室にお問い合わせください。 
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商品仕様 

液晶モニター 
12.5インチ IPS液晶タッチパネル、 

解像度：1920 x 1080ピクセル 

カメラ 
読書：フル HD：解像度 3840 x 2160ピクセル 

A4：フル HD：解像度 4000 x 3000ピクセル 

倍率 
読書：約 1.5～60倍（倍率は表示角度により変化します） 

ピント：カメラから約１0cm～無限大 

A４：約 0.7～16倍（倍率は表示角度により変化します） 

ピント：カメラから約 12～18ｃｍ 

カラーモード 
フルカラー、白黒・白黒反転などハイコントラストモード全１６種類 

画面の明るさ 
無段階に調整可能 

照明 
ＬＥＤライト左右それぞれオンオフ可能 

コントラスト 
ハイコントラストモード調整可能 

保存 
本機での撮影保存分：2.7ＧＢ（例：読書カメラで撮影約２００枚又はＡ４

カメラで撮影約１６０枚保存可能） PCから本機への保存分：1.7ＧＢ 

ファイル形式 
画像：JPG、BMP、PNG   

文書：PDF、TXT 

バッテリー 
リチウムイオン 

連続使用時間：４～５時間（画面の明るさや使用環境で変更します） 

充電時間：約３時間 

ACアダプター 
入力：100-240V 

出力：12V/3A 

外形寸法 
折り畳み時：横約 378 x 縦 262 x 高さ 40mm 

使用時：横約 378 x 縦 262 x 高さ 262mm 

重さ 
約 2420g 

SD カード容量 
2ＴＢまで 

ＳＤ／ＳＤＨＣ／ＳＤＸＣ 

HDMI 入出力 
1080P 
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お客様相談室 

フリーダイアル：0120-886-610 

受付時間：平日 9:00～12:00 

13:00～17:30（土曜・日曜・祝日は休み） 

製造元：SightCare Technology CO., LTD 

輸入販売元：株式会社システムギアビジョン 

〒665-0051 兵庫県宝塚市高司 1-6-11 

TEL：0797-74-2206 FAX：0797-73-8894 

URL：https://www.sgv.co.jp 

E-mail：sgv-info@systemgear.com 

 

https://www.sgv.co.jp/
mailto:sgv-info@systemgear.com

